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１学期
（２６）

指導内容 具体的な指導目標

国際経済の動向

＊なお、担当者のそれぞれの工夫や、生徒の理解の進み方等の事情により、必ずしも上記計画のとおりに展開するものでは
   ありません。

定期考査の点数を中
心に、日常の学習活
動における取り組み
態度の観察，課題等
の作成と提出，定期
考査への取り組み姿
勢など総合的にとら
え，本校の評価基準
に則して評価する。

現代社会の諸課題を自分の問題として考えさせる。
人の人生における青年期のもつ意味を理解させる。
宗教や倫理思想が、なぜ人々の心をとらえ、社会や文化
に大きな影響を与えているのかを考えさせる。
現代の科学技術の発達とそれにともない新たに生じた生
命倫理の問題について考えさせる。

現代社会の諸課題
青年期と自己形成
他者と共に生きる倫理

現代の国家と民主政治
日本国憲法と国民生活

政治の機能や基本原理を理解させる。
人権保障の意義について理解させ、その課題について考
えさせる。
基本的人権としての社会権の保障について、理解を深め
る。
社会保障制度について、考えさせる。

＊学期欄に（　　）で記入してある時数は、予定時数です。

３学期
（1６）

２学期
（２８）

現代の経済社会と政府の役割 経済の見方と仕組みを理解させる。
資本主義経済の歴史と特色を、他の経済体制と比較しな
がら理解させる。

実生活と政治・経済を結びつける。
現代市場経済のしくみを経済主体のはたらきや、市場機
構から理解させる。
現代の企業の形態を学ばせる。
寡占、独占などの現代市場のあり方を理解させる。

経済活動のあり方と国民福祉

日本経済と国際経済の関係を理解させる。


